
2020 年度日本海洋学会第 3回幹事会議事録

日時：2020 年 9 月 30 日（火）14：00～16：15

場所：Zoom 会議

出席者：神田会長、伊藤副会長、安藤、梅澤、江淵、岡、乙坂、帰山、川合、北出、

西部、三角、安田、安中、吉田、事務局（毎日学術フォーラム：平坂）

議題

１．議事録（案）承認（三角幹事）

2020 年度第 2 回幹事会の議事録（案）について確認し、承認された。

２．審議事項

（１）入退会について（岡幹事）

2020 年 6 月〜2020 年 7 月の入会者（11 名）と退会者（10 名）を承認した。2020 年 7

月末時点の会員 数は、1438 名。

（２）シンポジウムの後援・協賛等について（岡幹事）

  後援・協賛等について 3件の依頼があり承認された。

（３）公募・推薦の依頼について（岡幹事）

公募・推薦の依頼 10件、シンポジウムの紹介 4件について、 メール配信等で公表し

たことが確認された。

（４）JO特別セクションの提案について（江淵編集委員長）

特別セクション“Global Change Observation Mission–Climate (GCOM-C)/Second-

    Generation Global Imager (SGLI)”が提案され、承認された。

（５）2020 年度秋季評議員会議事次第案について（岡幹事）

議事次第案が提案され、承認された。

３．報告事項

（１）会長報告

朝日賞に学会から 1名を推薦したこと、総合海洋政策本部参与に 2名の会員が選出さ

れこと、名誉会員 1名が逝去されたこと、大型研究計画のロードマップ 2020 申請に

関して 8月 13 日のヒアリングまで進んだが採択に至らなかったこと、についての報

告があった。

（２）研究発表（西部幹事）

・2020 年度の春季大会が 7月 12 日から 19 日まで実行委員長三角和弘会員で JpGu-

AGU Joint meeting 2020 において開催され、海洋学会共催セッションは 23件、要旨

投稿数 498 件で、すべて iPoster で発表されたことが報告された。



・2020 年度秋季大会は 11月 27 日から 29 日まで、実行委員長川合義美会員、事務局

長岡英太郎会員で、口頭発表はリアルタイム方式、ポスター発表はオンデマンド方式

で開催される予定であることが報告された。

・秋季大会の実施方法の詳細について、川合義美実行委員長より提案され、議論され

た。

（３）庶務（岡幹事）

 9 月 2 日に会員名簿の Web 版を公開した旨の報告があった。

（４）選挙（安田幹事）

 役員選挙の実施方法について報告され、確認された。

（５）編集

①JO（江淵編集委員長）

・JO（Vol.76(4)-76（5））の発行状況、投稿・受理状況について報告された。

②海の研究（吉田編集委員長）

・海の研究（第 29巻 5号）の出版状況、2020 年度出版予定、投稿論文状況、J-STAGE

登録状況、編集経費について報告された。

③ニュースレター（安藤編集委員長）

・JOS ニュースレター10 巻 2号の準備状況について報告された。

（６）広報委員会（安中幹事）

・地学オリンピックの冊子に広告を出すことの報告があった。

・学会 HPの更新の方針について提案され議論された。

（７）海洋環境問題研究会（梅澤幹事）

10月中旬に総会を予定しており、沿岸環境調査マニュアルにつて、議論する予定に

 なっている旨の報告があった。

（８）教育問題研究会（安中幹事）

 サイエンスアゴラが 11 月にオンラインで開催される旨の報告があった。

（９）海洋生物学研究会（西部幹事）

2020 年の海洋生物学シンポジウムが中止になったために発表できなかった発表者に

2020 年度秋季大会でポスター発表できる機会を設けることを検討していたが、希望者

がいなかったため、中止することになった旨の報告があった。

（１０）日本地球惑星科学連合（三角幹事）

    JpGU2021 のプログラム委員を 2名推薦したことが報告された。

（１１）研究に関する将来構想（岡幹事）

サイエンスベースの将来構想の議論を Zoom とメールで行っている旨の報告があり、

ワーキンググループのメンバー計 15 名になったことが報告され、幹事会にてそのメ

ンバーが追認された。

（１２）男女共同参画



・9月 7日締め切りの第 5次男女共同参画基本計画パブリックコメントの募集があっ

たこと、10 月 17 日学協会連絡会主催のシンポジウムに海洋学会から会長を含めた 10

名が参加すること、連絡会の法人化の手続きが進んでいること、海洋学会における男

女共同参画に関するイベントの実施状況について報告したこと、について報告があっ

た。（安中幹事）

・日本女性技術者フォーラムの奨励賞に学会から推薦したこと、女性会員の比率に則

した評議員女性比率の確保に向け方策を検討したい旨の報告があった。（伊藤副会

長）

（１３）リクルート戦略 WG（梅沢幹事）

オンラインでのリクルートを検討中である旨の報告があった。

（１４）80 周年記念事 WG（乙坂幹事）

記念事業の目的、概要、スケジュールについてのとりまとめの状況について、報告が

あった。

以上




